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愛知学泉大学家政学部 令和 7（2025）年度ティーチングポートフォリオ 2026 年 3 ⽉ 19 ⽇作成 

学科 ライフスタイル学科 ⽒名 丹⽻ 誠次郎 

家政学部の教育⽬標は、本学の教育⽬標と教育⽅針の下、「真⼼・努⼒・奉仕・感謝」の四⼤精神の実践を通し
て社会的に⾃⽴して⽣きていく上で必要な①スキル・リテラシー・教養等に関する⼀般的知識・技能と②家政に関
する専⾨的知識・技能と③建学の精神・社会⼈基礎⼒・pisa 型学⼒を統合的に⾝に付け、社会に出てからは、これ
らの知識・技能をベースに⽣涯学習社会の中で⾃⼰の潜在能⼒をさらに開発しながら、職場と地域の課題解決に貢
献できる⼈材を育成することである。 

イ ライフスタイル学科の教育⽬標は、家政学部の教育⽬標の下、これからの社会の新しいライフスタイルの
デザインを提案することによって、⼈々の⽇常⽣活を⾐・⾷・住の⾯から⽀援することのできる⼈材を育成す
ることである。 
ロ 管理栄養学科の教育⽬標は、家政学部の教育⽬標の下、管理栄養⼠の資格を⽣かして、チーム医療、健康
増進・疾病予防、⾷育・栄養指導⼜は健康をテーマにした⾷品の研究・開発等で活躍することによって、⼈々
の⽇常⽣活を健康の⾯から⽀援することのできる⼈材を育成することである。 
ハ こどもの⽣活学科の教育⽬標は、家政学部の教育⽬標の下、保育⼠・幼稚園教諭・⼩学校教諭の資格を⽣
かして、こどもたちの学⼒および社会性・社会⼒の基礎・基本を育てることによって、⼈々の⽇常⽣活を⼦育
ての⾯から⽀援することができる⼈材を育成することである。 

1  教育の責任 

私は家政学部の家政学科家政学専攻／ライフスタイ

ル学科の前身である生活文化コースの助手として着任し

た 1994 年以来、32 年に亘って学生の指導に当たってき

た。その中で、2025 年度は 2024 年度と同じくオムニバ

ス科目を含めて合計 7 科目担当をした。2023 年度の担

当科目数が 14 科目であったため、前々年度から担当科

目は半減したことになる。これは、2024 年度から学部

長、質保証（教育）担当副学長となり学部運営の業務を

担当しなければならなくなったためである。 
単独での担当はライフスタイル学科の専門科目のう

ち住分野とデザインに関する科目であるが、その他に学

部長として家政学部 3 学科合同でおこなう初年次教育科

目「潜在能力の開発」「未来へつなぐアウトリーチ」の

全体調整を行なっている。 
その他に、家政学部長として①3 つのポシリー策定 

②カリキュラムの再編 ③ FD ④自学・共学システム

「学びの泉」の開発に関わっている。 
 

科目名 学科 開講期 受講者数  
ライフスタ

イル学基礎

講座 

ライフスタ

イル 
1 年 前 期

（2025） 
34 オムニバス 

住生活論 ライフスタ

イル 
1 年 前 期

（2025） 
38  

ベーシック

デザイン 
ライフスタ

イル 
2 年 前 期

（2025） 
36  

インテリア

デザインⅠ 
ライフスタ

イル 
1 年 後 期

（2025） 
40  

卒業研究 
 

ライフスタ

イル 
４ 年 通 年
（2025） 

2  

潜在能力の

開発 
家政学部 3
学科 

1 年 前 期

（2025） 
132 オムニバス 

未来へつな
ぐアウトリ
ーチ 

家政学部 3
学科 

1 年 通 年

（2025） 
67 オムニバス 

2  教育の理念と⽬的 

まず基本的な姿勢として、学生と出来うる限り対等な立場で接して行きたいと考えている。その上で学生たちに

は「これからの社会の新しいライフスタイルのデザインを提案」できるように、大学４年間の学びでその基礎を築

き、さらに卒業後も学び続け、成長し続けられる人になってもらうことが、最終的な目的である。そしてその「新

しいライフスタイル」は美しく豊かなものでなければならない。「美しい」ものにたくさん触れ、「美しさ」を理

解し、「美しい」表現ができるようになる−学生たちにそのきっかけを与えることが私の役割だと考えている。 

 

3  教育⽅法 

実習授業で課題を設定する際には、学生が自分ごととして取り組めるような内容を心掛けている。それぞれの課

題を進めるにあたって、エスキースの提出、チェックを細かに行なっている。また、ソースとなる参考事例を集め

させて、その情報を受講生同士が共有する機会を授業時間内に設けている。また、プレゼンテーションと受講生相
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互の講評を行うことで、成果物のデザインコンセプトや手法を言語化することを求めている。成績評価にあたって

は成果物だけでなく口頭でのプレゼンテーションの内容も含んでいる。エスキースを含む制作途中での提出物は学

修態度として評価に加えている（添付資料 2）。 
 

4  授業改善の活動 

ここ数年、学生の発言や発表の機会が多くなるように、授業改善を進めている。授業改善にあたっては、各学期

に FD 委員会が開催する公開授業での先生方の授業実践も参考にしている。また、「ベーシックデザイン」の実習

では 2017 年度にグループワークを取り入れた課題内容に大きく変更を行ったが、成果は芳しいものでなかったた

め、一旦、旧来のスタイルに戻し、2019 年度に別の形のグループワークを設定した。 
2020 年度前期は、コロナ禍の状況で、多くの科目をリモート授業に切り替えなければならず、その準備に奔走

させられた。しかし、遠隔でも授業内容がしっかりと把握できるように教材の充実を図った。その結果、対面授業

に戻った 2021 年度においても授業内容を充実させることができた。 
また基礎的な造形訓練を行う「ベーシックデザイン」の実習も 2020 年度はリモートで行わなければならなくな

ったため、授業時間の多くを講評に充てる反転授業に近い方式を採用した。授業時間内での作業時間を大幅に削っ

たことと、リモートでも指導可能なことを考慮し１課題ずつの内容を簡素化した。 
2021 年度は対面の実習授業においてその課題を踏襲した。各課題についてきめ細かな講評を行うことは学生た

ちにとってよい振り返りの機会となるが、その分、成果物の完成度に不満が残る結果となった。 
2022 年度は講評の時間を多少短縮し、作業時間を増やしたものの、問題の解決には至らなかった。 
2023 年度はコンピュータを用いた配色のエスキースなど更なるアプローチを試みたが、成果には結びついてい

ない。「ベーシックデザイン」や「インテリアデザインⅠ」では手作業を重視し、身体的な造形感覚を涵養するこ

とをひとつの目的としているが、それに対する学生たちの意識や能力は年々低下しているように思われる。今後、

（今年度試みたように）実習授業にもコンピュータを使っての学修の機会が増えていくことになるだろうが、身体

で空間を把握し判断することの重要性を大切にして教育を続けたい。また個々人のエスキースチェックを公平確実

にかつ丁寧に行う方策や授業時間外の学修時間を含めた上で課題の適切なボリュームについても継続して検討すべ

き課題として残り続けている。 
2024 年度は学部長としての初めて取り組まなければならない業務に忙殺され、大幅な授業改善に取り組むこと

はできず、細かな修正を行なうにとどまった。 
2025 年度はインテリアデザインⅠの実習で試験的に生成 AI の導入を試みた。2026 年度以降は全学的に

NotebookLM の導入が進められるので、学生たちの学びがより豊かでより深いものとなるように、そのほかの生成

AI を含め、積極的に活⽤していく。 

5  学⽣の授業評価 

2025 年度の授業評価は添付資料のとおりである（添付資料 4）。以下、個人で担当した科目について授業ア

ンケート結果に対するリフレクションペーパーより転載する。 
「住生活論」（ライフスタイル学科１年前期） 
…授業運営に関する質問を昨年度と比較すると「シラバスとの一致（Q1）」で 3.61→4.41、「教員の話し方

（Q3）」で 3.92→4.38、「理解の確認（Q4）」で 3.83→4.41 と大幅に評価が高くなっている。そのほか昨年度

に対応する集計値がない「授業の工夫（Q2）」「教員の意欲（Q5）」についてもそれぞれ4.35,4.47ポイントと

なっている。毎年常に前年度の授業から、少しづつの改善を行ってはいるものの、基本的な授業内容、教授法に

大きな変化はない。その中でこれだけ評価が異なるのは、各学年の科目に対する興味・関心の差によるものかも

しれない。 
「ベーシックデザイン」（ライフスタイル学科 2 年前期） 
…授業運営に関する質問（Q1〜5）のうち Q2〜5 については 4.59〜4.41 ポイントと高い評価を得ることがで

きた。ただし Q1「シラバスに一致した授業方法を実施した」のみ 4.31 ポイントであった。授業開始時に、「み

んなの各課題に対する理解度や達成度によって、課題の難易度や進行の速度をコントロールすることもある」と

受講生へ伝え、実際に進行を少しゆっくりにした（それによって最後の課題のボリュームを縮小することになっ

た）ことが影響しているかもしれない 
「インテリアデザインⅠ」（ライフスタイル学科１年後期） 
…授業運営に関する質問（Q1〜5）のポイントは 4.4〜4.3 と、少しずつではあるが昨年度より高い結果となっ

た。また、全ての質問において「全くそう思わない」「あまりそう思わない」の否定的な回答は１件もなかっ
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た。今後も授業内容・方法の再検討を行いつつ、学生たちの理解度も見極めながら丁寧な学生指導と授業運営を

心がける。 

6  学⽣の学修成果 

学生たちの学修成果を顕著に見いだすことができるのはライフスタイル学科での学修を総合して取り組むプロジ

ェクト型の授業「スタジオ A,B,C」での実践である。2015 年度より始まったこの取り組みは、学生の主体性を伸

長させることができている。その成果は学内で行われている「『学びの泉』グランプリ（旧称：社会人基礎力 育
成グランプリ大会）」で報告され、2025 年度までの 10 回中 7 度、最優秀賞を獲得している（2020 年度は新型コ

ロナ禍のため中止／2022 年度は最優秀賞より上位の「創立 110周年特別賞」を受賞）。但し、2024 度からは「ス

タジオ A,B,C」の授業担当から外れており、アドバイザーをして関与することしかできていない。 
 

7  授業科⽬に関連した教材開発 

４〜５週で１課題を完成させる「ベーシックデザイン」では課題毎に全体の見通しができるようなシートを作成し

ている。逆に半期 15 週で１課題を作り上げる「インテリアデザイン」では、最初に全体の見通しを示したのち、

課題を完成させるまでの各ステップでシートを配布している。講義科目「住生活論」では、各回の授業終了時に予

習内容を含めた次週の授業プリントを配布、授業で提示したスライドは Google classroom で公開、授業の振り返

りは Google フォームを使って行わせている（添付資料 2※前掲）。 
 

8  指導⼒向上のための取り組み 

2016 年度、2017 年度に愛知学泉大学学内ＧＰにそれぞれ「観察から記述へ−「書く力」育成プログラムの開発

−」、「家政学専攻版「暮しの手帖」を作る−感性と書く力の育成−」を申請し、採択された。そこでは、山田と丹

羽を中心に、雑誌「暮しの手帖」の記事をひとつのモデルとして、家政学専攻教員全員の協力のもと、「感性」と

「書く力」を同時に育成することを目標に授業に取り組んだ。 
2020 年度にはスタジオ関連科目において学生の主体性を発揮させるために「足場かけツールの研究・開発・活

用」に山田とともに着手し、同内容を愛知学泉大学学内ＧＰへ申請、採択された。 
2021 年度は正課外教育の充実を図り、学生たちが社会人基礎力を発揮する機会を増加させることを目的とし、山

田、平岩と「正課外教育における社会人基礎力育成の試み」を愛知学泉大学学内ＧＰへ申請、採択された（添付資

料 4）。 
この正課外教育の一環として 2021 年度より岡崎未来城下町連合と連携した「商店街街灯フラッグデザイン」の指

導を継続中である（添付資料 5）。 
これらの教育実践の成果についてはなるべく早い段階で大学紀要などに発表したい。 
 

9  今後の⽬標 

今年度より刷新した家政学部 3 学科のカリキュラムについて、学部長、カリキュラム委員長として見直しを行い、

現在 2027 年度に向けてカリキュラムの修正作業に取り組んでいる。また本学独自の「自学・共学システム『学び

の泉』」の完成に向けての努力を続けていく。2025 年度は「感性：直感力」と「身体：自然体」の解説・行動目

標の設定が完成したので次年度以降はその実践に向けた計画を進めていく。 

10  添付資料 

添付資料１「シラバス」、添付資料 2「授業配布資料」、添付資料 3「授業評価アンケート結果」、添付資料 4「愛
知学泉大学学内ＧＰ申請書」、添付資料 5「未来城下町岡崎街灯フラッグデザイン案」 
 


